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令和８年３月基山町定例教育委員会 会議録（要点筆記） 

 

日  時： 令和８年３月２６日（木）１０：３０開始 

場    所： 基山町庁舎４階 大会議室 

教育委員： 出席４名 田口英信（職務代理者）、津川典善、福永真理子、秋吉奈穂 

教育長 ： 柴田昌範 

事務局 ： 井上課長、堤係長、水田指導主事、姉川指導主事 

傍聴者 ： なし 

 

日程１  教育長挨拶 

（教育長） 

 総合教育会議、どうもお疲れさまでした。引き続きになりますが、これより、令和 8年 3月定例教育

員会を始めます。 

 今日の議案としては、準要保護の児童生徒の認定です。協議・報告事項としては、先月確認いただい

た教育プランを修正しましたのでその確認と、卒業生の進学状況並びに英語検定料補助金交付要綱の一

部改正について、また若基小学校の制服に関することなどについて協議したいと思っています。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

日程 2 

教育長報告（教育長以下、資料にもとづき説明） 

（教育長） 

ア 教職員の転出入状況について 

 それでは最初に、県職員の人事異動についてです。 

 臨時教育委員会で管理職の付議をしていただきましたのでご存知かと思いますけれども、基山小校長

に鳥栖市立若葉小学校から江頭尚子校長が異動して赴任されます。そして天野雄二校長については、鳥

栖市立麓小学校に特任指導教諭ということで異動しております。 

 若基小学校の校長は、若基小に 7年間勤務し、その後、佐賀県教育センター等に勤務し、現在は小学

校の教頭の四島誠先生が校長採用で来ていただくこととなっております。 

 基山中学校は先ほど総合教育会議の中で町長からもありましたようにみやき町立三根中学校の校長

で以前、基山町教育委員会で指導主事をしておりました江島先生に来ていただくこととしております。 

野田校長については、佐賀大学附属中学校に異動することとなりました。 

 教頭については基山小学校に水田指導主事が異動となり、教頭として活躍してくれるものと期待して

おります。あとの学校については、教頭は変わっておりません。 

 主幹教諭・指導教諭についても異動があり、基山中学校が英語の指導主幹教諭の配置となりました。 

 

イ 教職員の転出入状況について 

 基山小学校では学級数減に伴い教職員が減員となる一方、新規採用・再任用により人員配置が行われ

ます。若基小学校では学級増に伴い教員が増員されており、基山中学校では教員数が増加し、加配措置

も拡充されています。今年度も 4月スタートの時点で先生が足りないという状況にはならなかったので 
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よかったと思っているところです。 

 

ウ 町議会一般質問について 

 手話教育、特色ある学校教育、英語力、ジェンダー平等、ガイダンスセンター整備等について質問が

あり、教育委員会としての対応状況を説明しました。予算案については、一部反対意見がありましたが、

可決されました。ガイダンスセンターについては、今後も丁寧な説明が必要かと思っております。 

 ここまでが教育長報告ですけど、ここまでの分で何かご質問等ないでしょうか？ 

 

（質疑）特になし 

 

日程３ 町立小中学校等の現況報告 

（教育長） 

次に、日程３「町立小中学校等の現況報告」を指導主事から説明をお願いします。 

（指導主事） 

ア 学校運営状況 

 各校とも修了式を無事終了しました。基山小学校において軽微な交通事故がありましたが、大きな被

害ではなくほっとしたところです。 

イ 適応指導教室（まいるーむ）の状況 

 今年度末は３月 24 日までで閉所しています。退職する指導員への感謝のため保護者・児童が来所す

るなど、良好な関係が見られました。中学生については指導員が４月から支援員として基山中にお勤め

されますのでそれを楽しみにして学校にも戻るとか学校復帰をしそうな子供たちが数名いうような状

況です。 

（生徒指導関係、問題行動、就学相談内容等について） 

 

（委員） 

まいるーむの指導員は新しい方はどのような方か。 

（指導主事） 

福岡県で学校の教職員として講師経験もあられますし、教職員免許をお持ちの方です。 

  

日程４  議案審議 

（教育長） 

 続いて、議案第 24号、令和 8年度準要保護児童生徒の追加認定についてです。 

 事務局説明をお願いします。 

（事務局） 

 資料にもとづき説明 

（教育長） 

 原案どおり、可決でよろしいでしょうか。 3件 ⇒ 認定 

 

（委員） 

 申請した方が、新規か昨年度からの継続かわかるように資料を作成してほしいと思います。 
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（教育長） 

 備考の欄に、新規か継続か記載するように改善を検討したいと思います。 

 

日程５ 報告及び協議事項 

（教育長） 

 では、事務局から説明をお願いします。 

（事務局） 

 教育プランの修正について（※資料にもとづき説明） 

 前回の指摘事項を踏まえ、修正を行いました。 

 ガイダンスセンター整備内容の具体化、部活動表記の整理、中学校体育館建替方針の明記、給食費無

償化及び多子世帯支援の明確化、英検補助上限の設定（３級団体受験料を上限）などについて記載して

おります。 

（教育長）教育プランについてはよろしいでしょうか。何か気になられるということはあったら教えて

ください。 

（委員）特になし 

 

（教育長） 

 次に、中学校の生徒の進学状況について説明をお願いします。 

（指導主事） 

 （※小学生、中学校卒業生の進路について、資料にもとづき説明。） 

 中学校の卒業生については、進学先の多様化が進み、私立高校や通信制高校の選択が増加しています。

通信制高校への進学者が 10名いることも例年と比べ特徴的です。 

 小学生の卒業生については、基山中学校以外の進学先として私立・県立中学校への進学も一定数見ら

れます。 

 

（教育長） 

 次に、英語検定料補助金交付要綱法の一部改正についてお願いします。 

（事務局） 

 資料にもとづき説明 

従来の全額補助から、英検 3級団体受験料相当額（３級団体受験料を上限）へ変更を行います。制度

の持続性と対象拡大を目的とした見直しです。 

（教育長） 

 中 3までに 3級の合格を目指すっていうところを最終目標にしていますので、この 3級の団体受験料

を限度として年間 1 回補助というところで変えたところです。2 級等にチャレンジしていた子たちにつ

いては手出しが必要になりますけれども、全体の底上げというところで、できるだけ多くの子供たちに

受けさせるということと、今、佐賀県の事業で中学校３年生を全員無料で団体受験をさせていますが、

この事業は、3 年間限定なので、県が補助をやめたときに、町で実施すべきだということも検討すべき

かと思いますので、令和８年度から英検の受験料については、補助額の上限を設定したところです。 

（委員） 

 ３級だけでなく、２級も基山中で受験は可能ですか。 
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（指導主事） 

 ２級まで受験可能です。準 1級とかは本会場に行かないといけません。 

（教育長） 

 要綱の一部改正は承認でよろしいですか。 → 承認 

 

 

 次に、名義後援についてです。 

（事務局） 

 資料にもとづき説明 

（教育長） 

（委員）異議なし 

 3件 → 承認  

   

（教育長） 

 2月の定例教育委員会会議録の承認についてはいかがでしょうか。 

（委員） 

 異議なし 

（教育長） 

 では、ご承認いただいたので、ホームページにも掲載することとします。 

（教育長） 

 当面の行事予定について確認をお願いします。※資料にもとづき説明。 

 4月 7日が始業式、そして入学式が中学校９日、小学校 10日です。 

（委員） 

常々考えていたことですが、この間、西の都のシンポジウムに参加しまして、関係する 7市町のい

ろいろなお話を聞きました。その中で、大野城だったと思いますが、子どもたちがボランティアガイ

ドのような活動をしているという報告がありました。基山町でも今後ガイダンスセンターができます

し、「基肄かたろう会」の皆さんがガイド活動をされていますので、中学校の部活動という形にこだわ

らず、ガイダンスセンターを活用しながら、基肄かたろう会の方に指導をお願いして、「基山歴史クラ

ブ」のようなものを立ち上げてはどうかと思いました。 

そうした活動が、基山らしさや基山学の一つとして、子どもたちが地域の歴史を語り継いでいくこ

とにつながるのではないかと思います。現在も学校で基肄城などについて学んでいただいていますが、

それに加えて、さらに興味を持って深く学ぶ機会になるのではないかと感じています。以前は基山中

学校に歴史クラブがあり、そこに所属していたことで基肄城や地域への関心が高まったという話もあ

りましたので、同様の取組は意義があると思います。 

先生方の負担にならない形で、部活動の地域移行の流れの中で外部の方に関わっていただくことも

進んでいますので、「基肄かたろう会」のような意欲ある方々と連携できるとよいと思います。実際に

代表の方もぜひやりたいとおっしゃっていました。子どもたちがガイドとして一般の方に説明するよ

うな場面ができれば、基山ならではの良さにもつながるのではないかと思いますし、ガイダンスセン

ターの活用もより深まると思います。 

西の都は日本遺産からは外れましたが、それを逆に活かして、こうした活動を点から線につなげて
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いくことで、今後の活性化につながればよいのではないかと感じました。ぜひご検討いただければと

思います。 

（教育長） 

子どものボランティアガイドについては、いずれ何らかの形で取り組んでいければと思っています。

先日、太宰府市の国分小学校に行った際には、総合的な学習の時間の中で、小学生が保護者や地域の

方に向けた発表の形で子どもたちが取り組んでいました。そうした取組に加えて、歴史が好きな中学

生が継続して 3年間活動するような形ができれば、将来的にその生徒たちが大人になってもガイドと

して活躍してくれるような人材が育っていくのではないかと思います。部活動の地域移行の観点から

も良いアイデアだと思いますので、前向きに考えていきたいと思います。 

 

（教育長） 

 最後になりますが、来月の定例教育委員会は、4月 23日の木曜日午前 9時から行います。 

 

 以上で今月の定例教育委員会を終わります。  

11時 15分終了 


